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令和 4 年度
 一般会計・特別会計の決算を認定！

9 月定例会
　
前
年
の
決
算
額
と
比
較
す

る
と
、
歳
入
で
は
、
２
千
850

万
５
千
円
余
り
の
増
額
、
歳

出
で
は
、
１
億
９
千
234
万
５

千
円
余
り
の
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

　

歳
入
の
増
額
は
、
町
税
の

税
率
要
件
変
更
や
た
ば
こ
税

率
の
引
き
上
げ
、
道
の
駅
建

設
事
業
に
係
る
補
助
金
や
建

設
費
用
の
財
源
と
し
て
借
り

入
れ
た
起
債
の
増
額
、
基
金

へ
の
繰
入
金
の
増
な
ど
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
道
の
駅
や
牧
野
博
士

顕
彰
事
業
、
豪
雪
被
害
に
対

す
る
農
業
者
等
へ
の
復
旧
支

援
事
業
な
ど
の
特
別
交
付
税

は
増
額
し
て
い
る
。

　

一
方
、
普
通
交
付
税
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
臨
時
経
済
対
策
費
等

の
減
額
が
大
き
く
、
地
方
交

付
税
全
体
で
は
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
の
事
業
費

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
の
臨
時
交
付
金
な

ど
国
庫
支
出
金
が
減
少
し
て

い
る
。

　

歳
出
で
は
、
農
業
振
興
基

金
積
立
金
や
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
費
、
お
も

ち
ゃ
美
術
館
整
備
委
託
料
、

道
の
駅
や
牧
野
博
士
顕
彰
事

業
の
事
業
費
な
ど
が
増
額
し

て
い
る
。

一 

般 

会 

計

　

一
方
、
積
立
金
と
高
度
無

線
環
境
整
備
推
進
事
業
費
補

助
金
の
減
や
庁
舎
耐
震
化
事

業
の
完
了
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
の
減
、
防
災

行
政
無
線
更
新
工
事
の
完
了

な
ど
で
減
額
と
な
っ
て
い

る
。

特 

別 

会 

計

　

各
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
表
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
各
会

計
の
決
算
年
度
の
事
業
概
要

等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

加
入
世
帯
は
１
千
911
世
帯

で
、
前
年
度
末
よ
り
47
世
帯

減
少
し
て
い
る
。
被
保
険
者

数
は
２
千
818
人
で
、
前
年
度

末
よ
り
104
人
減
少
し
て
い
る
。

　

当
年
度
の
児
童
・
生
徒
数

は
928
人
で
、
前
年
度
よ
り
22

人
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
給
食
費
無
償
化
に

伴
い
児
童
、
生
徒
等
の
給
食

負
担
金
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
て
い
る
。

　

加
入
状
況
は
、
区
域
内
戸

数
186
戸
に
対
し
、
加
入
戸
数

は
、
157
戸
と
な
っ
て
お
り
、

戸
数
加
入
率
は
84
・
41
％
、

人
口
ベ
ー
ス
で
は
、
86
・

97
％
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

学 

校 

給 

食

農
業
集
落
排
水
事
業
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第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
）
は
４
千
904
人
で
、
前

年
度
末
よ
り
44
人
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
認
定
者
は

１
千
１
人
で
、
前
年
度
末
よ

り
８
人
増
加
し
て
い
る
。

　

被
保
険
者
は
２
千
760
人

で
、
前
年
度
末
よ
り
50
人
増

加
し
て
い
る
。

　

事
業
収
支
は
、
純
利
益

２
千
960
万
７
千
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
的

に
利
益
が
計
上
で
き
て
い

る
。
普
及
率
は
90
・
61
％
、

年
間
有
収
率
は
65
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

事
業
収
支
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

入
院
受
入
れ
に
係
る
補
助
金

収
入
の
増
に
よ
り
、
純
利
益

７
千
213
万
６
千
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
。

介 

護 

保 

険

後
期
高
齢
者
医
療

水 

道 

事 

業

病 

院 

事 

業

歳　入

特　
別　
会　
計

172,034,503
0
0
0
0
0
0
　

172,034,503

 205,857,626
43,595,363

0
0

53,763,952
4,556,529
29,607,313
72,136,050
409,516,833

国民健康保険特別会計
学校給食特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計
病院事業特別会計

一　　般　　会　　計

令和４年度各会計の決算状況
歳出総額　１４６億４，１８３万円

総　　　合　　　計

（単位 : 円）

（水道事業及び病院事業特別会計は収益的収支を記載）

歳　出 翌年度繰越額 実質収支額
決　　　　　　算　　　　　　額

会　　計　　名

8,972,901,570
1,736,656,984
59,598,213
39,110,672

1,681,945,427
248,623,054
166,686,610
1,736,303,220
14,641,825,750

9,350,793,699
1,780,252,347
59,598,213
39,110,672

1,735,709,379
253,179,583
196,293,923
1,808,439,270
15,223,377,086

　

年
間
取
扱
患
者
数
は
、
入

院
患
者
２
万
９
千
596
人
、
外

来
患
者
は
、
５
万
４
千
674
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
利

用
者
は
、
３
千
768
人
、
ま
た
、

デ
イ
ケ
ア
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
は
、
さ
く
ら
荘

３
千
759
人
、
斗
賀
野
荘

５
千
375
人
と
な
っ
て
い
る
。

※ 

町
内
65
歳
以
上
率
40.6
％
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1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

 　　  一般会計 　　     特別会計 　　     借入金（起債）

平成30年度 令和元年度 令和2年度
基金　　町債 基金　　町債 基金　　町債

令和3年度
基金　　町債

令和4年度
基金　　町債

4,750

7,869

4,615

7,409267

4,542

7,456311 382

5,656

8,325

399

5,985

8,906

434

※借入金は、特別会計・一般会計の合計金額を記載

　　（単位：百万円）

　

町
債
の
新
規
発
行
額
は
、

一
般
会
計
で
約
12
億
711
万

円
、
特
別
会
計
は
合
計
で

９
千
450
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
未
償
還
元
金
は
、

両
会
計
合
計
で
、
約
89
億
593

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
末
よ
り
５
億
８
千
123
万

円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
金
の
状
況
は
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
合
計
（
令

和
３
年
度
末
現
在
高
）
が
、

60
億
５
千
512
万
円
余
り
。

年
度
中
の
積
立
額
は
約

８
億
840
万
円
、
取
り
崩
し
額

は
約
４
億
４
千
471
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
末
の
現
在

高
は
、
約
64
億
１
千
882
万

円
。
前
年
度
よ
り
約
３
億
６

千
370
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。 町

の
借
入
金

町 

の 

基 

金

問　
坂
本
議
員　
産
廃
施
設

建
設
に
伴
う
県
か
ら
の
地
域

振
興
対
策
交
付
金
に
つ
い
て
、

現
在
ま
で
の
執
行
状
況
は
。

　
体
成
分
分
析
装
置
の
使
用

目
的
は
。
ま
た
町
民
が
使
用

で
き
る
の
か
。

山
本
町
民
課
長　

令
和
３
年

度
が
６
千
418
万
７
千
720
円
、

令
和
４
年
度
が
９
千
408
万
２

千
50
円
と
合
計
で
１
億
５
千

826
万
９
千
770
円
。
総
額
の

15
億
円
に
対
し
10
・
55
％
の

執
行
率
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

決
算
の
質
疑

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

分
析

装
置
は
、
体
の
水
分
、
タ
ン

パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の

測
定
、
分
析
が
で
き
、
体
の

健
康
状
態
を
画
面
に
表
示
で

き
る
の
で
、
町
民
の
方
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
活
用
し
て
い

く
。

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
わ

せ
み
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

お
り
、
気
軽
に
測
定
で
き
る

の
で
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　
下
川
議
員　
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
事
業
に
つ

い
て
、
拠
点
の
役
割
、
事
業

内
容
は
。
ま
た
、
課
題
、
問

題
点
は
あ
る
か
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　
令
和

５
年
３
月
に
拠
点
を
立
ち
上

げ
た
。
業
務
は
、
子
ど
も
家

庭
に
関
す
る
支
援
を
は
じ

め
、
養
育
相
談
、
児
童
虐
待

な
ど
に
つ
い
て
の
専
門
職

が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
必

要
な
支
援
を
行
う
。

　

令
和
４
年
度
の
成
果
は
、

身
体
や
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ

レ
ク
ト
な
ど
の
通
告
受
理
件

数
が
15
件
あ
っ
た
。

　

児
童
虐
待
な
ど
を
含
め
専

門
的
支
援
を
行
う
専
門
職
の

確
保
や
、
学
校
や
保
育
、
民

生
委
員
な
ど
と
の
情
報
の
共

有
、
情
報
の
管
理
も
含
め
課

題
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
岡
林
議
員　
中
学
生
の

不
登
校
の
人
数
が
令
和
３
年

度
19
人
か
ら
４
年
度
16
人
に

減
少
し
て
い
る
が
、
分
母
全

体
の
生
徒
数
と
取
り
組
み
内

容
、
今
後
の
展
望
は
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
係

る
家
賃
補
助
や
人
件
費
な
ど

は
全
額
、
国
か
ら
頂
け
る
か
。

濱
田
教
育
長　

令
和
３
年
の

中
学
生
の
生
徒
数
は
270
人
、

令
和
４
年
が
261
人
と
な
っ
て

い
る
。
19
人
か
ら
16
人
へ
の

減
少
の
背
景
に
は
、
計
算
の

仕
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

　

今
後
も
支
援
員
、
教
員
の

研
修
や
中
学
生
の
基
礎
学
力
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定
着
支
援
の
公
設
塾
の
取
り

組
み
、
ま
た
、
教
員
や
支
援

員
の
配
置
の
維
持
な
ど
総
合

対
策
を
行
う
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
。
隊
員
一
人
当
た
り
480
万

円
が
上
限
。
ま
た
、
隊
員
が

卒
業
退
任
後
に
起
業
す
る
場

合
、
起
業
に
要
す
る
経
費
に

対
し
100
万
円
を
上
限
に
交
付

税
措
置
さ
れ
る
。

問　
岡
村
議
員　
岡
村
議
員　

加
茂
地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

工
事
は
、
嵩
上
げ
が
必
要
か
。

近
年
の
降
水
量
を
勘
案
し
精

査
し
て
欲
し
い
。

片
岡
総
務
課
長　
今
後
、
工

事
の
設
計
を
行
い
検
討
す
る
。

令
和
４
年
度　

特
別
会
計

決
算
の
質
疑

問　
橋
元
議
員　
介
護
保
険

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引

額
５
千
376
万
３
千
952
円
の
残

額
が
で
た
経
過
背
景
は
。
ま

た
、
介
護
施
設
な
ど
の
利
用

者
が
減
少
し
た
背
景
は
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

介
護

予
防
の
取
り
組
み
が
進
み
、

要
介
護
度
が
全
体
と
し
て
抑

え
ら
れ
、
介
護
給
付
費
が
抑

制
さ
れ
た
。
ま
た
、
利
用
者

の
減
は
、
地
域
密
着
型
施
設

が
増
え
た
こ
と
や
運
営
面
で

人
員
体
制
の
問
題
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
が
、
約

93
億
５
千
79
万
円
、歳
出
は
、

約
89
億
７
千
290
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

歳
入
で
は
前
年
度
よ
り

0.3
％
、
約
２
千
850
万
５
千
円

の
増
加
、
歳
出
で
は
2.1
％
、

約
１
億
９
千
234
万
５
千
円
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
実
質
収
支
は
、
２
億

585
万
７
千
円
余
り
で
、
前
年

度
よ
り
約
９
千
515
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
歳
出
決
算
額
の
前
年

度
と
の
比
較
で
は
、
道
の
駅

建
設
事
業
や
牧
野
博
士
顕
彰

事
業
の
事
業
費
の
増
に
よ

り
、
歳
入
で
は
、
県
支
出
金

や
町
債
が
、
ま
た
、
歳
出
で

は
、
商
工
費
が
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
減
に

よ
り
、
歳
入
で
は
、
国
庫
支

出
金
が
、
ま
た
、
歳
出
で
は
、

民
生
費
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
、
積
立
金
の
減

や
庁
舎
耐
震
化
事
業
の
完
了

に
よ
り
総
務
費
が
、
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
更
新
工
事
の

完
了
に
よ
り
消
防
費
が
、
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

監査意見（要旨）
  監査委員

上　田　益　英
松　浦　隆　起

問　
永
田
議
員　
農
業
共
済

収
入
保
険
加
入
促
進
支
援
事

業
費
補
助
金
200
万
５
千
円
の

内
容
と
令
和
４
年
度
の
対
象

人
数
は
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

農

業
者
の
収
入
保
険
の
個
人
負

担
分
の
一
部
を
町
か
ら
補
助

し
加
入
を
促
進
す
る
事
業
。

10
万
円
を
上
限
に
２
分
の
１

を
補
助
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
の
実
績
は
33
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い

て
は
、
執
行
率
は
88
・
７
％

と
前
年
に
比
べ
4.5
％
低
下
し

て
い
る
。
不
用
額
も
４
億
６

千
万
円
超
で
予
算
現
額
に
対

し
4.5
％
と
、
前
年
よ
り
１
億

900
万
円
程
度
多
く
な
っ
て
い

る
。

　

適
正
な
執
行
率
を
保
つ
た

め
、
各
事
業
に
お
い
て
は
年

間
計
画
ど
お
り
、
進
捗
管
理

を
確
実
に
行
い
事
業
遂
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
不

用
額
も
適
宜
、
補
正
予
算
の

手
続
き
を
行
う
な
ど
、
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
必
要

な
財
源
を
確
保
し
、
住
民
の

負
託
と
信
頼
に
応
え
る
べ

く
、
最
少
経
費
で
最
大
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
、
計
画
的
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政

運
営
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
て
、
監
査
報
告
及
び

意
見
と
す
る
。
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注目この事業に議会が 注目令和 4 年度決算

 火薬庫移転補償
 ３,６４０万円

　9 月定例会で、令和 4年度の決算が認定されました。議会が注目した令和 4年度の事業を
紹介します。

道
の
駅
・
お
も
ち
ゃ
美
術
館

に
隣
接
す
る
火
薬
庫
の
移
転
補

償
に
対
す
る
経
費

（
火
薬
庫
移
転
補
償
に
か
か
る

総
額
は
５
千
743
万
円

そ
の
う
ち
用
地
代
581
万
円
）

 おもちゃ美術館
 ２,６３３万円

道
の
駅
に
隣
接
す
る
お
も
ち
ゃ

美
術
館
内
の
木
造
造
作
物
な
ど
の

整
備
委
託
料

 牧野富太郎博士顕彰
　　　　　　　事業

１億３,９７９万円

　

牧
野
富
太
郎
博
士
顕
彰
事
業
と
し
て
主
に
、
上
町
・

佐
川
駅
周
辺
の
受
け
入
れ
態
勢
強
化
、
環
境
整
備
。

・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
購
入

・
青
山
文
庫
磨
き
上
げ
工
事

・
情
報
発
信
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
購
入

・
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
資
料
を
展
示
・
維
持
管
理
し
て

  

い
く
た
め
の
エ
ア
タ
イ
ト
ケ
ー
ス
購
入

（
一
部
抜
粋
）

　

そ
し
て
牧
野
博
士
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発

信
や
各
団
体
へ
の
補
助
金
も
交
付
し
た
。
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 学校給食費・保育所
 副食費無償化事業

４,４８８万円

学
校
給
食
の
無
償
化
費
用
と
し
て
は
３
千

585
万
円
。
保
育
所
副
食
費
無
償
化
の
費
用

は
781
万
円
。

町
外
へ
通
学
す
る
家
庭
に
対
す
る
補
助

金
95
万
円
。

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
な
ど
の

あ
る
子
ど
も
が
弁
当
を
持
参
す
る
家
庭
に

対
す
る
補
助
金
27
万
円
。

 木造住宅耐震化事業
 ９,７９３万円

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
耐
震
診
断
や
耐
震

工
事
な
ど
耐
震
対
策
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
た
。

（
主
な
事
業
内
容
）

耐
震
診
断
78
件
、
269
万
円

耐
震
設
計
69
件
、
１
千
758
万
円

耐
震
工
事
59
件
、
７
千
335
万
円

 森林環境譲与税
を活用した事業

２，８０４万円

森
林
環
境
税
は
令
和
６
年
度
か
ら
年
間
１
人

１
０
０
０
円
徴
収
さ
れ
る
国
税
で
す
。

私
有
林
人
工
林
面
積
、
人
口
、
林
業
就
業
者

数
な
ど
に
よ
る
基
準
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
と

し
て
令
和
元
年
度
か
ら
市
町
村
へ
配
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

て
森
林
整
備
の
た
め
の
作
業
道
開
設
補
助
、
山

林
集
約
化
の
意
向
調
査
費
用
、
林
道
維
持
管
理

な
ど
を
行
っ
た
。

 消防ポンプ車更新
 ２,９３７万円

平
成
29
年
か
ら
毎
年
１
台
ず

つ
各
分
団
の
消
防
車
両
が
更
新

さ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は

斗
賀
野
分
団
の
ポ
ン
プ
車
が
更

新
さ
れ
た
。
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9月9月
補正予算補正予算
ピックアップピックアップ

集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援

５
７
１
万
８
千
円

斗
賀
野
地
区
で
営
農
活
動

を
行
っ
て
い
る
農
事
組
合
法

人
「
ト
ピ
ア
と
か
の
」
の
、

農
機
具
格
納
庫
整
備
費
用
に

対
す
る
補
助
金
。

斗
賀
野
小
学
校
校
舎
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事

５
７
６
万
４
千
円

ス
ロ
ー
プ
設
置
や
車
椅
子

対
応
洗
面
台
の
設
置
な
ど
、

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

行
う
工
事
。

基
幹
税
務

シ
ス
テ
ム
の
改
修

２
７
３
万
３
千
円

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

税
額
通
知
の
電
子
化
及
び
森

林
環
境
税
創
設
に
対
応
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
。

住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
改
修

４
６
２
万
７
千
円

法
改
正
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
氏
名
の
振

り
仮
名
及
び
ロ
ー
マ
字
表
記

を
記
載
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
。

諮
問
が
あ
っ
た
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て
、
次
の
方
を
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
適
任
者
と

認
め
る
答
申
を
行
っ
た
。

澤
村　

東
太
郎　

氏

佐
川
町
本
郷
耕

       

１
８
９
７
番
地
８

佐
川
町
教
育
委
員
会

委
員

   
西
森　

政
幸　

氏

　

佐
川
町
本
郷
耕

               
３
４
７
８
番
地

霧
生
関
公
園
（
仮
称
）
遊

具
整
備
工
事
（
そ
の
２
）

（
契
約
の
方
法
）

　

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　

１
億
147
万
５
千
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

有
限
会
社　

森
岡
工
務
店

諮　

問

　

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン

タ
ー
事
務
組
合
は
、
令
和
６

年
２
月
29
日
を
も
っ
て
解
散

す
る
。
ま
た
、
解
散
に
伴
う

事
務
組
合
の
事
務
は
、
高
知

市
が
承
継
す
る
。

加
茂
辺
地
に
係
る
総

合
整
備
計
画
の
変
更

　

長
竹
、
横
山
地
区
で
実
施

し
て
い
る
町
道
や
産
業
振
興

施
設
な
ど
を
整
備
す
る
計
画

に
、
道
の
駅
の
遊
具
公
園
の

事
業
費
を
追
加
す
る
。

同　

意

工
事
請
負
契
約
締
結

事
務
組
合
の
解
散

計
画
変
更

令和５年　第２回臨時会
　第２回臨時会は、７月３１日に開催され議案１件、報告１件を審議し、採決の結果、全件を
可決しました。
　令和５年度佐川町一般会計補正予算（第３号）においては、１０月２２日に執行された参議院
議員補欠選挙の執行費として９８０万４千円をはじめ、原油価格や物価高騰の影響を受ける農業
者や１８歳までの子育て世帯などに対する支援などを行う新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金に係る事業として４，１０６万４千円、また、道の駅の施設内や国道への出入りの
安全を確保するための交通誘導員配置の費用として６０２万２千円など、合計で５，８１８万８千
円が増額補正されました。
　なお、補正後の一般会計の歳入歳出予算の総額は、８８億１，０２８万１千円となりました。



令和5年11月1日　第96号9

議員各位の意思表明
賛否表（令和５年第２回臨時会：７月３１日）　　　○：賛成　　●：反対　  －：議長  　欠：欠席

齋
藤

光

岡
林
哲
司

山
本
和
輝

田
村
幸
生

橋
元
陽
一

宮
﨑
知
惠
子

西
森
勝
仁

下
川
芳
樹

坂
本
玲
子

森

正
彦

松
浦
隆
起

岡
村
統
正

永
田
耕
朗

藤
原
健
祐

令和５年度佐川町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議員各位の意思表明
賛否表（令和５年９月定例会）　　　○：賛成　　●：反対　  －：議長  　欠：欠席

齋
藤
　
光

岡
林
哲
司

山
本
和
輝

田
村
幸
生

橋
元
陽
一

宮
﨑
知
惠
子

西
森
勝
仁

下
川
芳
樹

坂
本
玲
子

森
　
正
彦

松
浦
隆
起

岡
村
統
正

永
田
耕
朗

藤
原
健
祐

人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐川町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町一般会計の決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町国民健康保険特別会計の決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町学校給食特別会計の決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町農業集落排水事業特別会計の決算の認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町介護保険特別会計の決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町後期高齢者医療特別会計の決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町水道事業会計の決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町病院事業特別会計の決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度佐川町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度佐川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度佐川町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度佐川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度佐川町水道事業会計利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高知県広域食肉センター事務組合の解散について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高知県広域食肉センター事務組合の解散に伴う事務承継について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加茂辺地に係る総合整備計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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町政のここが聞きたい

松
浦
　
隆
起
　
議
員

問  書かない窓口・おくやみ窓口
　 取り組むべきだ
答  一緒に検討していく

問　
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ

た
時
の
ご
家
族
の
負
担
を
少

し
で
も
減
ら
し
、
そ
の
悲
し

み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
手
続

き
を
一
つ
の
窓
口
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
お

く
や
み
窓
口
だ
。

　
書
か
な
い
窓
口
の
推
進
と

と
も
に
書
か
な
い
窓
口
の
設

置
を
取
り
組
む
べ
き
だ
。
ま

た
、
お
悔
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
も
作
成
す
る
べ
き
だ
。

山
本
町
民
課
長　

　
死
亡
届
け
出
後
の
各
種
手

続
き
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て

で
き
る
お
く
や
み
窓
口
の
設

置
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

書
か
な
い
窓
口
導
入
の
取

り
組
み
の
中
で
一
緒
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。
お
く
や
み

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
今
年
度
中

に
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
く
よ
う
進

め
る
。

答  町の実情にあった
                    体制を検討していく

問  ５歳児健診　取り組むべき
問　
発
達
障
害
児
へ
の
支
援

に
お
い
て
、
大
事
な
点
は
早

期
発
見
だ
。
５
歳
児
健
診
の

最
大
の
目
的
は
、
早
期
の
発

達
障
害
に
対
す
る
気
付
き
で

あ
り
、
早
期
に
療
育
へ
と
つ

な
い
で
い
く
こ
と
だ
。
ぜ
ひ
、

本
町
で
も
５
歳
児
健
診
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

　

町
で
は
従
前
よ
り
乳
幼
児

期
か
ら
の
発
達
相
談
事
業
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
発
達
障

害
が
疑
わ
れ
る
子
供
が
増
え

て
い
る
。

　

５
歳
児
健
診
を
前
提
と
ま

で
は
言
い
づ
ら
い
が
、
健
診

の
目
的
を
踏
ま
え
、
早
期
発

見
や
療
育
に
繋
が
り
や
す
い

よ
う
に
、
福
祉
と
教
育
が
連

携
し
な
が
ら
町
の
実
情
に

あ
っ
た
体
制
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答  設置に向けての協議をしていく

問  体育館にエアコンの設置を
問　
学
校
体
育
館
は
、
地
域

の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
授

業
中
の
熱
中
症
な
ど
の
健
康

被
害
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
の
避
難
生
活
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

だ
。

　
国
の
支
援
制
度
や
補
助
金

を
活
用
し
、
本
町
の
大
事
な

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
で

も
あ
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
取
り
組
む
べ
き

だ
。

岡
町
長
　

　
体
育
の
授
業
で
体
育
館
に

空
調
を
入
れ
て
や
る
と
い
う

の
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

一
定
必
要
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

し
っ
か
り
と
、
協
議
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

　

今
後
、教
育
委
員
会
と
も
、

慎
重
に
協
議
を
し
、
設
置
に

向
け
て
の
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

「書かない窓口」の設置を

早期療育へ 5歳児検診を

体
育
館
へ
空
調
を
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坂
本
　
玲
子
　
議
員

町政のここが聞きたい

答  不安を感じる

 問  マイナ保険証について
　　　　　      どう思うか

問　
国
は
２
兆
円
以
上
の
予

算
を
つ
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

強
引
に
押
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
利
用
し
て
被

害
を
被
っ
た
と
し
て
も
デ
ジ

タ
ル
庁
の
故
意
ま
た
は
重
過

失
以
外
は
責
任
を
負
わ
な
い

と
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
で
は
申

請
や
管
理
が
困
難
な
方
が
い

る
。
ま
た
情
報
漏
洩
の
心
配

や
誤
登
録
の
問
題
な
ど
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
、
ま
た
多
く

の
方
が
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
の
国
の
動
き
を
ど
う
思
う

か
。
国
民
の
理
解
と
納
得
の

も
と
、
慌
て
す
ぎ
て
国
民
を

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
の
な
い

よ
う
す
べ
き
だ
。

山
本
町
民
課
長　

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
利
用
で
き
る
医
療

機
関
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が

切
れ
て
い
た
ら
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
で
き
な
い
こ

と
、
紛
失
し
た
と
き
に
再
発

行
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
は
個
人
の
意
思
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
強
要
す
る
も
の

で
は
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証

に
は
非
常
に
不
安
を
感
じ

る
。

　

国
に
は
十
分
な
対
策
を

し
、
国
民
の
不
安
を
払
拭
し

て
い
た
だ
き
、
国
民
が
納
得

し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。

答  前向きに協議する

 問  おもちゃ美術館
　 町内小学生以下無料化

問　
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
雨

の
日
も
子
ど
も
が
遊
べ
る
施

設
が
欲
し
い
と
い
う
町
民
の

願
い
で
建
設
さ
れ
た
施
設
だ
。

　
町
内
の
小
学
生
、
障
が
い

児
者
と
そ
の
介
護
者
の
入
場

料
無
料
化
を
検
討
し
て
ほ
し

い
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

障
が
い
児
者
に
関
し
て

は
、
本
人
の
み
無
料
に
な
っ

て
い
る
。

岡
町
長　

　

小
学
生
以
下
に
関
し
て
は

無
料
化
に
向
け
て
前
向
き
に

考
え
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。

答  導入に向けて検討

問  パートナーシップ制度導入を

問　
私
は
佐
川
町
の
誰
も
が

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

し
、
生
き
生
き
と
活
躍
で
き

る
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

は
当
事
者
の
気
持
ち
に
よ
り

添
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
し
、
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
事
を
応
援

す
る
制
度
だ
。
佐
川
町
で
も

ぜ
ひ
導
入
を
。

片
岡
総
務
課
長　

　

制
度
の
導
入
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
。
ま
た
多
様
な

性
に
つ
い
て
町
民
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

申請や管理が難しいなぁ

通いやすいおもちゃ美術館へ

自分らしく生きるまちへ
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橋
元
　
陽
一
　
議
員

町政のここが聞きたい

答  開催予定はない

 問  新産廃工事で想定外の崩壊
　　　　　  連携会議の開催は

問　
新
産
廃
施
設
の
本
体
工

事
で
南
斜
面
の
掘
削
を
開
始

し
て
、
ス
レ
ー
キ
ン
グ
が
起

き
た
こ
と
を
、
町
は
い
つ
、

ど
こ
か
ら
報
告
を
受
け
た
か
。

　
想
定
外
の
崩
壊
で
、
工
期

が
２
年
遅
れ
る
と
い
う
重
大

な
事
態
が
起
き
て
い
る
が
、

県
と
町
は
、
整
備
に
関
し
て

協
議
検
討
、
情
報
共
有
を
行

う
義
務
を
負
っ
て
い
る
連
携

会
議
を
開
催
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
国
費
が
４
億
円
か
ら

9.2
億
円
へ
増
額
の
要
望
は
、

認
可
さ
れ
て
い
る
か
。
さ
ら

に
9.3
億
円
の
追
加
を
要
望
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
て
い
る
か
。

山
本
町
民
課
長　

　

６
月
８
日
、
県
と
エ
コ
サ

イ
ク
ル
高
知
よ
り
、
南
側
斜

面
に
お
い
て
、
泥
岩
が
細
分

化
す
る
ス
レ
ー
キ
ン
グ
現
象

が
起
き
て
い
る
こ
と
で
、
斜

面
勾
配
を
緩
く
す
る
安
全
対

策
工
事
が
必
要
だ
と
説
明
を

受
け
た
。

　

日
頃
か
ら
綿
密
に
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
連

携
会
議
の
開
催
予
定
は
な
い
。

　

9.2
億
円
の
国
費
の
増
額
は

見
込
め
る
と
説
明
を
受
け
て

い
る
。
未
確
定
の
9.3
億
円
に

つ
い
て
は
満
額
交
付
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
要
望
を
行
っ
て

い
く
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

※スレーキングとは
　表層の石灰岩などを掘削したことで、
かかっていた圧力がなくなり(応力開放
という )、表面に現れた泥岩や軟岩が、
吸水による膨張と乾燥を繰りかえすこと
で細粒化してばらばらになる現象。

答  延期はやむを得ない

 問  ‘24 年秋の保険証廃止に対する
　　　　　  　　 町長の見解は

問　
全
国
で
様
々
な
問
題
の

発
覚
が
報
道
さ
れ
る
中
、
７

月
19
日
に
政
府
の
個
人
情
報

保
護
委
員
会
が
デ
ジ
タ
ル
庁

に
立
ち
入
り
検
査
に
入
っ

た
。
ま
た
県
内
20
市
町
村
長

が
’24
年
秋
の
保
険
証
の
廃
止

を
延
期
す
べ
き
だ
と
表
明
し

て
い
る
こ
と
も
報
道
さ
れ

た
。
町
長
の
見
解
は
。

　
町
内
で
の
認
証
誤
認
の
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
る
の
か
。

　
町
内
の
国
保
被
保
険
者
数

と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
へ
の
保
険

利
用
手
続
き
を
し
て
い
る
人

数
は
。

　
今
後
、
申
請
が
困
難
な
方

へ
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

岡
町
長
　

　
マ
イ
ナ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
は
、
医
療
の
Ｄ
Ｘ
計

画
推
進
に
重
要
で
あ
る
と
承

知
し
て
い
る
。し
か
し
、様
々

な
問
題
が
起
き
て
い
る
中

で
、
延
期
は
や
む
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

山
本
町
民
課
長　

　

現
段
階
で
町
内
の
国
保
や

後
期
高
齢
者
保
険
で
の
誤
登

録
等
の
問
題
は
な
い
。

　
町
内
国
保
被
保
険
者
数
は

２
千
809
人
で
、
約
半
数
で
手

続
き
が
で
き
て
い
る
。

　

施
設
入
所
者
や
カ
ー
ド
取

得
が
困
難
な
方
へ
は
、
出
張

申
請
受
付
を
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
子
ど
も

へ
の
対
応
で
立
ち
上
げ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動

に
つ
い
て

今の保険証は使えなくなるのかぁ
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森
　
　
正
彦
　
議
員

町政のここが聞きたい

問　
令
和
４
年
度
の
決
算
は

岡
町
長
就
任
後
、
初
の
予

算
編
成
し
執
行
し
た
決
算

だ
。
そ
の
総
括
を
問
う
。

　
公
債
費
が
増
加
し
て
い
る

理
由
は
何
か
、
今
後
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
出
来
て

い
る
か
。

岡
町
長
　

　
決
算
の
総
額
は
89
億
７
千

万
円
あ
ま
り
の
大
型
と
な
っ

た
。特
徴
と
し
て
は
道
の
駅
、

お
も
ち
ゃ
美
術
館
、
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
に

よ
る
観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
準
備
、
新
文
化
拠
点
の
事

業
な
ど
を
着
実
に
進
め
た
。

　

ま
た
学
校
、
保
育
の
給
食

費
と
副
食
費
の
無
償
化
も
実

施
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
対
策

や
廃
棄
物
処
理
場
関
連
の
地

域
振
興
策
な
ど
も
着
実
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
決
算

に
お
い
て
は
２
億
500
万
円
の

黒
字
だ
っ
た
。

片
岡
総
務
課
長　

　

公
債
費
は
令
和
２
年
度
以

降
、
大
規
模
な
建
設
事
業
や

地
域
振
興
策
事
業
の
実
施
に

よ
り
借
り
入
れ
が
増
加
し
て

い
る
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

令
和
10
年
度
に
最
大
と
な
り

公
債
費
は
７
億
４
千
300
万
円

く
ら
い
に
な
り
、
実
質
公
債

費
比
率
は
9.0
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
に
な
る
が
財
政
健
全
化
指

数
ま
で
は
至
ら
な
い
予
測
で

あ
る
。

答  事業を着実に進めた

 問  令和４年度決算
　　　　成果等の総括は

答  令和７年度実施を予定している

 問  新規就農農業ハウス
　　　　導入実施の考えは

問　
農
業
は
地
域
振
興
や
環

境
保
全
に
と
っ
て
重
要
な
産

業
で
あ
り
、
後
継
者
、
新
規

就
農
者
確
保
支
援
に
つ
い
て

研
修
ハ
ウ
ス
は
有
効
な
支
援

策
で
あ
る
。
導
入
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
ま
た
導
入
予
定
で
あ
れ
ば

十
分
な
調
査
研
究
が
必
要
だ

が
ど
の
よ
う
な
体
制
で
行
う

考
え
か
。

岡
町
長
　

　
研
修
ハ
ウ
ス
は
新
規
就
農

者
を
確
保
し
、
産
地
を
継
続

発
展
さ
せ
る
う
え
で
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。
予
定
と

し
て
は
、
令
和
６
年
度
に
用

地
を
選
定
し
、
７
年
度
の
事

業
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

安
芸
管
内
に
研
修
ハ
ウ
ス

が
多
く
あ
り
先
進
地
の
情
報

を
得
る
。
そ
の
事
例
を
も
と

に
現
在
、
県
の
補
助
事
業
を

所
管
し
て
い
る
担
当
課
や
、

高
吾
農
業
改
良
普
及
所
、
Ｊ

Ａ
の
関
係
部
署
と
協
議
調
整

を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
具
体
的
な
段
階
に

な
れ
ば
指
導
農
業
士
の
方

や
、
生
産
部
会
な
ど
の
農
業

関
係
者
の
意
見
や
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

町のお金の使い道

新規就農へ研修ハウスを
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下
川
　
芳
樹
　
議
員

町政のここが聞きたい

答  できるだけ早く道の駅での
            　　　販売に努めたい

 問  北見市常呂町の物産活用と
　    　　職員の人的交流を

問　
ら
ん
ま
ん
終
了
後
の
観

光
客
誘
致
の
一
つ
と
し
て
、

北
見
市
常
呂
町
と
の
姉
妹
都

市
提
携
35
年
を
核
と
し
た
、

両
市
町
の
物
産
活
用
と
職
員

の
人
的
交
流
の
復
活
に
つ
い

て
問
う
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

道
の
駅
で
北
見
市
の
加
工

食
品
を
取
り
扱
う
よ
う
に
協

議
を
進
め
て
い
る
。海
産
物
、

農
産
物
に
つ
い
て
も
通
年
販

売
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
保
存

す
る
保
冷
庫
、
販
売
す
る
陳

列
含
め
設
備
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
財
団
法
人
も
含
め
て

協
議
し
て
い
き
た
い
。

岡
町
長
　

　
北
見
市
の
物
産
を
で
き
る

だ
け
早
く
、
道
の
駅
で
販
売

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
職
員
間
の
交
流
は
両
市

町
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
あ

り
、
北
見
市
と
協
議
を
し
て

可
能
で
あ
れ
ば
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答  事務量全般重い、促進策どちら
      かといえば評価しないと回答

 問  マイナンバーカード、
　    全国市区町村長アンケートへの回答は

問　
全
国
の
市
区
町
村
長
を

対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
関
す
る
事
務
負
担
、
政
府

の
カ
ー
ド
普
及
促
進
策
に
つ

い
て
問
う
内
容
の
回
答
結
果

が
報
道
さ
れ
た
。

　
佐
川
町
の
回
答
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

山
本
町
民
課
長　

　

事
務
負
担
に
つ
い
て
は
、

「
事
務
量
全
般
に
つ
い
て
重

い
」
と
回
答
。

国
が
進
め
る
普
及
策
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
時
間
を
か

け
て
進
む
べ
き
と
の
考
え
か

ら
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

評
価
し
な
い
」と
回
答
し
た
。

岡
町
長
　

　
国
と
し
て
時
間
を
か
け
、

不
安
の
な
い
安
心
し
て
活
用

で
き
る
制
度
に
し
て
ほ
し

い
。
町
村
会
や
県
内
の
町
村

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答  実効性のある制度となるよう研究進める

問  役場職員に地域貢献活動休暇の創設を

問　
自
治
体
が
条
例
で
定
め

た
職
員
の
特
別
休
暇
と
し

て
、
地
域
貢
献
活
動
休
暇
を

創
設
で
き
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。

　
町
で
も
地
域
社
会
の
担
い

手
不
足
は
否
め
ず
、
年
間
少

し
の
時
間
を
職
員
で
分
担
し

て
地
域
住
民
の
た
め
に
割
い

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
の
地

域
貢
献
活
動
休
暇
を
創
設
し

て
ほ
し
い
。

片
岡
総
務
課
長　

　

こ
の
休
暇
制
度
の
導
入
に

よ
り
職
員
も
地
域
の
一
員
と

の
意
識
を
醸
成
し
、
地
域
貢

献
の
活
動
に
自
主
的
、
積
極

的
に
参
加
す
る
意
識
が
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

職
員
も
参
加
し
や
す
く
住

民
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
、

実
効
性
の
あ
る
制
度
と
な
る

よ
う
、
国
の
動
向
、
先
進
地

事
例
を
参
考
に
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

道の駅に設置した北見市の販売コーナー

マイナカードの事務負担は重い
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宮
﨑
　
知
惠
子
　
議
員

町政のここが聞きたい

問　
春
日
川
の
三
野
地
区
可

動
堰
の
復
旧
に
つ
い
て
経
過

説
明
を
求
め
る
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長
　

　
久
万
田
堰
は
、
農
業
用
水

堰
と
防
火
用
水
を
兼
ね
備
え

て
い
る
。

　

今
年
５
月
に
、
袋
体
の
ゴ

ム
部
分
が
破
損
し
、
堰
を
膨

ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

早
期
復
旧
に
向
け
機
能
保
全

計
画
の
作
成
と
設
計
準
備
を

し
て
、令
和
６
年
度
中
に
は
、

工
事
完
成
し
、
令
和
７
年
の

作
付
け
か
ら
活
用
の
予
定
だ
。

答  令和 6 年度中に工事完成

 問  三野地区可動堰の復旧は

答  経費の一部を助成する事業がある

問  身体の状況に応じた住宅改造の助成について
問　
要
介
護
の
高
齢
者
や
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
の
住
宅

改
造
み
つ
い
て
補
助
事
業
は

あ
る
か
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

　

高
知
県
が
単
独
で
実
施
し

て
い
る
住
宅
改
造
支
援
事
業

が
あ
る
。

　

対
象
者
は
介
護
保
険
制
度

の
要
介
護
、
要
支
援
の
方
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

居
住
し
て
い
る
方
。
身
体
障

害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２

級
の
方
な
ど
、
体
の
状
況
等

に
応
じ
、
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
。
佐
川
町
で
も
予
算

枠
を
確
保
、
相
談
や
申
請
に

対
応
し
て
い
る
。

問 

教
科
担
任
制
に
つ
い
て

答 

県
教
委
に
専
科
教
員
を
要
請

問　
政
府
は
２
０
２
２
年
か

ら
公
立
小
学
校
の
高
学
年
で

本
格
導
入
し
教
育
の
質
の
向

上
、
学
校
の
働
き
方
改
革
を

推
進
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

佐
川
町
で
実
施
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伺

う
。

濵
田
教
育
長　

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
尾
川

の
一
貫
教
育
校
で
は
、
学
校

の
組
織
力
の
向
上
と
、
高
度

な
学
習
内
容
へ
の
対
応
に
効

果
が
出
て
い
る
。

　

教
育
の
質
の
向
上
に
非
常

に
有
効
で
あ
る
の
で
、
県
教

委
に
町
内
へ
の
専
科
教
員
の

増
員
を
要
請
し
て
い
く
。

復旧が待たれる久万田堰

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
住
宅
へ

教
育
の
質
の
向
上
を
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田
村
　
幸
生
　
議
員

問　
コ
ー
ス
開
設
ま
で
の
経

緯
・
全
体
の
構
想
に
つ
い
て

　
柳
瀬
・
立
野
地
区
へ
の
バ

ス
運
行
の
検
討
を
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

経
緯
は
、
川
内
ケ
谷
上
の

住
民
の
現
状
を
心
配
し
た
自

治
会
長
が
四
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
、
調
査
の
中

で
す
ぐ
に
利
用
し
た
い
世
帯

が
７
世
帯
あ
り
、
乗
り
入
れ

に
関
し
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
現
地
説
明
会
を

行
い
意
向
確
認
を
し
た
。

　

川
内
ケ
谷
線
は
運
行
が
毎

町政のここが聞きたい

答  川内ケ谷上自治会長より要望書が提出

問  ぐるぐるバス川内ケ谷線の開設について

週
木
曜
日
、
奥
畑
が
始
発
点

で
国
道
を
交
差
し
川
内
ケ
谷

下
へ
進
む
（
詳
し
く
は
広
報

誌
９
月
号
参
照
）。

　

バ
ス
停
は
川
内
ケ
谷
上
に

３
ヶ
所
、
川
内
ケ
谷
下
に

４
ヶ
所
、九
反
田
へ
１
ヶ
所
、

富
士
見
町
４
ヶ
所
と
な
っ
て

い
る
。

　

コ
ー
ス
全
体
で
は
20
ヶ
所

に
な
っ
て
い
る
。

　

柳
瀬
・
立
野
方
面
へ
の
運

行
は
以
前
か
ら
要
望
が
あ

り
、
令
和
７
年
３
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
向
け
て
候
補
の
一

つ
と
し
て
協
議
を
重
ね
る
。

答  学芸員は、遊びを伝え
      笑顔を引き出す伝道師

問  おもちゃ美術館・
          学芸員について

問　
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
が
来

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

と
自
由
に
座
っ
て
休
憩
が
で

き
る
場
所
の
確
保
は
、
美
術

館
の
成
功
を
左
右
す
る
要
素
。

　
今
後
発
生
す
る
修
繕
や
更

新
の
資
金
調
達
の
考
え
方
を

問
う
。

田
村
副
町
長　

　

お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
多
世

代
交
流
施
設
で
、
木
育
の
推

進
や
良
質
の
遊
び
の
提
供
を

進
め
て
い
く
。

　

お
も
ち
ゃ
学
芸
員
は
、
お

も
ち
ゃ
と
遊
び
を
伝
え
る
。

　

ま
た
、
お
客
さ
ま
の
笑
顔

を
引
き
出
す
伝
道
師
と
し

て
、
重
要
な
存
在
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

駐
車
は
、
基
本
的
に
は
職

員
駐
車
場
へ
お
願
い
し
て
い

る
。
し
か
し
、
台
数
に
も
限

り
が
あ
り
施
設
運
用
の
中
で

上
手
に
活
用
し
て
欲
し
い
。

　

臨
時
駐
車
場
の
一
部
を
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
用
と
し
て
お

く
な
ど
多
様
な
方
法
が
あ
る

の
で
、
気
持
ち
よ
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

　

お
も
ち
ゃ
学
芸
員
の
休
憩

ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
い
て
は
、

美
術
館
内
で
対
応
す
る
か
道

の
駅
側
で
対
応
す
る
の
か
も

含
め
て
ス
タ
ッ
フ
や
学
芸
員

の
意
見
を
聞
き
た
い
。

　

お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
お
も

ち
ゃ
の
修
繕
や
調
達
費
用
な

ど
は
、
入
館
料
で
運
営
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

年
間
４
万
人
の
入
館
者
数

で
運
営
で
き
る
と
考
え
る
。

　

そ
れ
以
外
の
収
入
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
お
も
ち
ゃ
の
販
売

を
予
定
し
て
い
る
。

奥畑バス停にて

重要な存在の学芸員
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齋
藤
　
光
　
議
員

町政のここが聞きたい

答  一般財源の支出は約1億4,600万円見込み

 問  道の駅建設にかかった費用のうち
　       一般財源はいくらかかったか？

問　
６
月
25
日
、
佐
川
町
に

「
ま
き
の
さ
ん
の
道
の
駅
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
連
日
多
く
の
方
々
が
利
用

し
、
佐
川
町
の
大
き
な
拠
点

と
し
て
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
施
設
だ
が
、
町
民
の

意
見
と
し
て
、
佐
川
町
の
財

政
面
へ
の
負
担
を
気
に
す
る

声
が
少
な
く
な
い
。　

　
道
の
駅
事
業
の
工
事
費
が

総
額
で
ど
の
程
度
か
か
っ
た

の
か
？
そ
し
て
補
助
金
や
辺

地
債
な
ど
の
適
用
額
は
い
く

ら
な
の
か
？

答  ２０４０年に８７８０人の推測

問  将来の佐川町の人口推計
　　　      どうなっているか？

岡
町
長
　

　
道
の
駅
と
お
も
ち
ゃ
美
術

館
を
含
む
施
設
の
基
本
設

計
、
実
施
設
計
、
建
設
工
事
、

施
工
監
理
の
費
用
合
計
で
10

億
７
千
万
円
。

　

財
源
の
内
訳
は
、
国
の
補

助
金
及
び
交
付
金
が
約

２
億
５
千
500
万
円
。
県
の
補

助
金
５
千
300
万
円
、
辺
地
債

７
億
３
千
200
万
円
。
そ
の
他

基
金
約
３
千
万
円
。

　

辺
地
債
の
毎
年
の
償
還
も

考
慮
し
た
実
質
的
な
一
般
財

源
支
出
合
計
は
約
１
億
４
千

600
万
円
と
な
る
見
込
み
だ
。

問　
７
月
21
日
の
市
町
村
議

会
議
員
研
修
の
中
で
、
人
口

減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
事
態

に
あ
り
、
人
口
の
Ｖ
字
回
復

は
難
し
い
ど
こ
ろ
か
、
人
口

の
維
持
も
夢
物
語
に
な
っ
て

い
る
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
佐

川
町
の
人
口
推
計
や
長
期
的

な
人
口
推
計
を
問
う
。

　
そ
し
て
佐
川
町
総
合
戦
略

で
は
17
年
後
に
約
３
千
人
の

人
口
減
少
が
起
き
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
場

合
に
は
存
続
が
困
難
に
な
る

集
落
が
発
生
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
が
、
佐
川
町
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
？

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査

に
よ
る
と
、
人
口
は

１
万
２
千
323
人
と
な
っ
て
お

り
、
年
少
人
口
10.8
％
・
生
産

年
齢
人
口
48.1
％
・
高
齢
者
人

口
は
41.1
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
出
し
た
、
人
口

の
移
動
が
今
後
も
続
く
と
仮

定
し
た
場
合
の
推
計
を
パ

タ
ー
ン
１
と
し
て
、
２
０
４
０

年
に
８
千
782
人
、
２
０
６
０

年
に
５
千
576
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

人
口
が
減
っ
て
い
る
各
集

落
へ
の
対
応
と
し
て
、
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
、
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
小
さ
な
拠
点
を
中
心

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

期待大きい道の駅
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岡
林
　
哲
司
　
議
員

町政のここが聞きたい

答  今後浸水しないよう
     　　　　改善を約束する

 問  道の駅豪雨での浸水
　   責任をもって早急な対策を

問　
短
時
間
で
の
大
雨
で
道

の
駅
の
施
設
内
に
雨
水
の
流

入
が
あ
っ
た
、
ど
の
よ
う
な

設
計
か
。
建
物
の
所
有
者
は

町
で
責
任
が
あ
る
、
早
急
な

改
善
を
求
む
。
ま
た
大
地
震

へ
の
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
あ
る
か
、
避
難
計
画
・
訓

練
は
実
施
し
た
か
。

　
道
の
駅
へ
の
コ
メ
ン
ト
や

意
見
な
ど
確
認
し
て
い
る
か
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
ベ
ン

チ
や
日
よ
け
の
不
足
な
ど
改

善
を
提
案
す
る
。

　
駐
車
場
が
不
便
と
い
う
声

が
あ
る
メ
イ
ン
の
駐
車
場
の

出
入
り
口
を
入
れ
替
え
て
み

て
は
。
ま
た
、
大
型
駐
車
場

か
ら
の
直
線
的
に
道
を
横

切
っ
て
人
が
移
動
し
な
い
よ

う
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
現
在
設
置
工
事
中
の
遊
具

公
園
の
駐
車
場
は
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
と
い
う
観
点
か
ら

も
舗
装
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

国
土
交
通
省
が
定
め
る
基

準
に
そ
っ
た
設
計
が
必
要
で

あ
り
、
現
在
設
計
業
者
と
対

応
の
協
議
中
、
今
後
浸
水
し

な
い
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と

を
約
束
す
る
。
緊
急
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
及
び
避
難
計
画
の

作
成
は
現
在
で
き
て
な
い
、

訓
練
も
ま
だ
実
施
で
き
て
い

な
い
。

　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
コ
メ

ン
ト
な
ど
適
宜
確
認
し
て
い

る
。ベ
ン
チ
や
日
よ
け
な
ど
、

提
案
に
つ
い
て
財
団
法
人
と

協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　

駐
車
場
の
順
路
は
安
全
性

の
確
保
の
た
め
に
今
の
順
路

と
な
っ
て
い
る
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
表
示
す
る
改
善
を

し
て
い
く
。
大
型
駐
車
場
の

エ
リ
ア
は
国
交
省
の
管
轄
エ

リ
ア
の
た
め
、
指
摘
の
点
を

協
議
し
て
い
く
。

岡
町
長
　

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を

設
置
し
た
公
園
と
い
う
こ
と

で
売
り
出
し
て
い
き
た
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
今
後
の

状
況
を
見
て
、
公
園
駐
車
場

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答  不妊・去勢含めた助成制度
     　   前向きに検討していく。

 問  野良猫の去勢 ・ 避妊
　      手術の補助制度を

問　
野
良
猫
の
ト
ラ
ブ
ル
を

耳
に
す
る
。
不
妊
去
勢
の
手

術
へ
の
補
助
を
。

　
飼
育
動
物
の
糞
の
処
理
な

ど
に
関
す
る
佐
川
町
環
境
美

化
条
例
10
条
の
周
知
を
。

無
責
任
な
エ
サ
や
り
を
減
ら

す
啓
発
を
。

　
愛
護
動
物
の
遺
棄
に
関
す

る
法
律
の
周
知
を
。（
１
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以

下
の
罰
金
）

山
本
町
民
課
長　

　

野
良
猫
の
不
妊
の
助
成
制

度
は
、
県
の
予
算
が
す
ぐ
に

な
く
な
る
と
聞
く
。
ま
た
住

民
の
方
か
ら
助
成
制
度
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
感

じ
る
。
個
人
で
不
妊
去
勢
を

行
い
、
経
済
的
な
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

　

不
妊
、
去
勢
も
含
め
た
助

成
制
度
に
つ
い
て
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
地
域
猫
活
動
は
、
高
知

市
で
盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
地
域
の
理
解
、
協

力
な
く
て
は
成
り
立
た
な

い
。
時
間
が
か
か
る
取
り
組

み
だ
が
、
不
幸
な
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
調
査
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。　

そ
の
他
の
質
問

・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

・
中
高
生
会
議
に
つ
い
て

道の駅まだまだ改善の余地あり

不幸な猫を増やさない
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高
吾
北
広
域
議
会

８
月
30
日
、
広
域
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ

れ
た
案
件
は
、
認
定
が
１
件

と
議
案
が
３
件
で
し
た
。

認
定
は
令
和
４
年
度
の
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

で
、
一
般
会
計
は
歳
入
総
額

９
億
６
千
708
万
６
千
円
に
対

し
、
歳
出
総
額
は
８
億
７
千

725
万
８
千
円
で
、
８
千
982
万

８
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

た
だ
、
監
査
委
員
の
決
算

審
査
報
告
で
は
、
老
人
ホ
ー

ム
の
特
別
会
計
は
赤
字
が
続

い
て
お
り
、
施
設
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
早

急
に
具
体
的
事
業
の
あ
り
方

や
財
源
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
結
論
を
出
す
べ
き
と
の

こ
と
で
し
た
。

議
案
は
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

３
件
で
し
た
が
、
い
ず
れ
も

賛
成
全
員
で
認
定
ま
た
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
小
田
組
合
長
の
諸

般
の
報
告
で
は
、
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
が
増
加
し
た

が
、
熱
中
症
は
コ
ロ
ナ
と
症

状
が
似
て
お
り
、
受
け
入
れ

先
が
決
ま
ら
ず
搬
送
に
時
間

が
か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。ま

た
職
員
採
用
に
つ
い
て

は
４
名
採
用
予
定
の
と
こ
ろ

８
名
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち

２
名
が
管
内
と
の
こ
と
で
し

た
。

問

 

箭
野
議
員 （
越
知
町
）嘱

託
医
師
派
遣
委
託
料
は
、な
ぜ

施
設
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
の

か
。

小
野
五
葉
荘
所
長　

　

各
施
設
ご
と
に
委
託
す
る

内
容
は
精
神
科
や
内
科
と
異

な
り
、
委
託
先
は
そ
れ
ぞ
れ

清
和
病
院
、
山
﨑
病
院
、
大

崎
診
療
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
額
に
つ
い
て
は
、
診
療

回
数
な
ど
を
含
め
、
病
院
と

の
交
渉
結
果
で
す
。

質
　
　
疑

日
高
村
佐
川
町
学
校
組
合

　

９
月
21
日
、
第
３
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

１
億
４
千
744
万
５
千
円
、
歳

出
総
額
１
億
４
千
117
万
３
千

四
国
四
県

町
村
長・議
長
大
会

　

９
月
28
日
、
香
川
県
琴
平

町
に
お
い
て
、
町
村
長
・
議

長
大
会
が
開
催
さ
れ
四
国
四

県
の
57
町
村
長
議
長
と
と
も

に
出
席
し
ま
し
た
。
会
で
は

香
川
県
知
事
や
全
国
町
村
会

長
の
祝
辞
に
続
き
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
題
は
、
地

方
税
財
政
や
医
療
・
福
祉
施

策
の
充
実
強
化
、
農
林
水
産

業
の
活
力
創
造
な
ど
６
件
で

し
た
が
、
全
て
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
、
四
国
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

佐
川
町
庄
田

藤
田　

省
三（
父
）二
代
目

　
　
　

和
恵（
母
）

　
　
　

祐
大（
子
）三
代
目

藤
田　

健
二（
父
の
弟
）
収

穫
時
に
応
援

　

80
年
位
前
か
ら
佐
川
町

庄
田
地
区
を
中
心
に
米

（
110
ア
ー
ル
）・梨（
20
ア
ー
ル
）・

生
姜
（
50
ア
ー
ル
）
を
生
産
。

　

現
在
、
30
歳
の
祐
大
さ

ん
が
三
代
目
と
し
て
修
業

中
、
家
族
で
力
を
合
わ
せ

て
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

祐
大
さ
ん
の
想
い
「
農
業

は
僕
の
家
族
の
伝
統
で
す
。

父
の
知
識
や
技
術
を
学
び

な
が
ら
自
身
の
力
を
発
揮

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

円
で
差
引
残
高
627
万
２
千
円

の
決
算
の
認
定
と
、
教
育
費

の
分
担
金
165
万
円
の
補
正
予

算
な
ど
３
件
で
し
た
。

　

い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
全

員
で
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
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議会広報編集委員会
委
員
長　
　

田
村　

幸
生

副
委
員
長　
　

齋
藤　

光

委　
　

員　
　

橋
元　

陽
一

委　
　

員　
　

山
本　

和
輝

委　
　

員　
　

岡
林　

哲
司

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

広
報
編
集
で
私
の
活
動
も
２
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

町
の
人
口
減
少
と
一
次
産
業
の
衰
退
と

い
う
現
実
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
こ

れ
ら
の
及
ぼ
す
影
響
に
よ
る
危
機
感
を

覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

身
近
な
「
地
域
の
潜
在
力
」
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、
住
民
の

皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
た
「
住
民
参

加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
資
源
の

再
評
価
」
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

皆
様
の
お
知
恵
・
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
受
け
止
め
、
更
に
皆
様
に
読
ん
で

頂
け
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

山
本　

和
輝

あなたが選んだ議員の
　仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は 12 月 8 日（金）午前 9 時
開会予定です。傍聴においでください。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため傍聴席に入場
いただける人数を制限する場合があります。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え　池田団地で 15世帯でシャワー付

きガス風呂釜に取替。
R4決算・工事費【224万円】

今の時代、町営住宅にもシャワーは最
小限必要だ。計画的な設置を求める。

　　　　　　　　　( 永田耕朗議員 )

問　町営住宅の風呂に
　　　　シャワー設置を
　　2022年3月議会一般質問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

どうなった

答  町営住宅の長寿命化計画の見通しも
　  必要だ。計画を立て取り組んでいく。

　　　完備されたシャワー付きガス風呂釜
　　　（池田団地）
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